
視察（研修）報告書 

令和 5年 02月 20日 

府中市議会議長 様 

 

                     会派名 創生会 

       

日      時 令和 5年 2月 13日 

視察（研修）先 埼玉県戸田市 教育委員会 

視察（研修）項目 教育改革の取り組みについて 

参 加 者 創生会 6名 

視察（研修）内容 ・戸田市では EBPM（客観的な根拠に基づく政策立案）を

推進するため教育委員会事務局内に教育政策シンクタンク

を設置しています。 

・教育政策シンクタンクでは、効果的な教師の指導方法をデ

ータをもとに明らかにしたり、それを政策立案にいかしたり

する研究に取り組んでいる。 

・研究成果を「戸田市教育研究集録」等にまとめ公表してい

る。 

・市の取り組みは県内外からも注目され、教育委員会に例年

50以上の団体が視察に訪れている。 

・AIを使いこなす力や AIに代替できない力を伸ばすため、

企業や NPO法人、国やほかの自治体、大学、研究所などと

連携した最先端の学びを導入している。モラル教育の必要

性。また、家庭でのルール作り。 

所 感 ・教育長を中心に積極的に先進的な取り組みを行っている。

また、関係者の人脈を上手に使い有識者を上手に巻き込んで

いる。「努力は夢中に勝てず、義務は無邪気に勝てない」と

仰られており、教育を改善する探求の場を教育現場に囚われ

ることなく積極的に様々な方面へ視野を広げ、学校の外に

様々なご縁を求めて動く事の重要性を感じた。 

・「変化する社会を教育に」という考え方で、大手企業と協

力関係を結ぶことにより無料で多くの先進的な体験、新しい

試み、実験を学校内で行っている。学校側は最新の機器やア

プリを使いながら様々な経験を無料で体験することができ、

企業側は実際に現場で研究中の最近機器やアプリを使って

いきながら、様々なデータを収集しつつ実績を積みながらシ



ステムを構築できるという相互のメリットが作られている

と感じた。 

・戸田市教育委員会は「日本の教育界のファーストペンギン

を目指している」戸田市での様々な取り組み結果をホームペ

ージなどで公表されており、市と有識者との報告会をインタ

ーネットで傍聴することもできる。戸田市から日本の教育を

良くしていきたいという志の高さを感じました。 

 



視察（研修）報告書 

令和 5年 02月 20日 

府中市議会議長 様 

 

                     会派名 創生会 

       

日      時 令和 5年 2月 14日 

視察（研修）先 埼玉県草加市 市役所 

視察（研修）項目 そうかリノベーションまちづくりについて 

参 加 者 創生会 6名 

視察（研修）内容 ・そうかリノベーションまちづくりとは、まちのことをよく

知り、まちの方とのつながりや、自分のやりたいことを活か

しながら、地域経営課題の解決を目指し、今ある地域資源を

活用して、志ある市民によりまちの新たな魅力となるビジネ

スの創出を通して「ほしい暮らしは自分でつくる」を実践す

る民間主導のまちづくり。 東京のベッドタウンとして繁栄

してきた草加市は、現在、「市内で楽しむ場所がない」「家が

あるだけでまちに愛着がない」「職場も買い物する場も遊ぶ

場もすべて市外」という住民が少なくなく、『寝に帰るだけ

のまち』になっていた。 『寝に帰るだけのまち』としての

草加市は、「市民間、世代間、市民と学生におけるコミュニ

ティの不足」「公共不動産の利活用の必要性」「都市型産業の

不足」「寝に帰るだけのまち」といった、様々な課題を抱え

ている。こうした課題を解決する方策として、草加市では平

成 27年度から「そうかリノベーションまちづくり」の推進

をスタートさせた。 

所 感 ・「リノベーション」まちづくりなので、今あるものを活か

す事や、新しい使い方を開拓してまちを変える取り組みなの

で収益性が高く、スピードが早いのだと感じた。 

・民間主導でプロジェクトを興し、行政が支援する。とにか

く行政はサポートに徹して民間の自力を引き出す。なので民

間が成長し長期的な取り組みへと繋がるのだと感じた。（補

助金だけだと民間が育たず事業が継続自走しない） 

・遊休不動産という空間資源と地域資源を活用して、民間自

立型プロジェクトを興して地域を活性化させている為、都

市・地域経営課題を複合的に解決している取り組みであると



感じた。 

・まちが抱える深刻な都市・地域経営課題を解決し、地域を

再生させるために、「現代版家守」と呼ばれる民間の「まち

づくり会社」（家守会社）を設立。「まちつくり会社」が主導

するかたちで、補助金に頼らず、自らの資金で遊休不動産を

リノベーションし、再生することで都市型産業の集積を行

い、新しいまちのコンテンツ（産業）を生み出し、雇用を創

出させているので、府中市にも「まちつくり会社」が必要で

あると感じた。 

 


